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昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
四
日
ふ

る
さ
と
を
探
る
会
の
月
例
実
地
踏
査

を
実
施
す
る
。
目
的
は
小
栗
崎
稲
荷

神
社
の
来
歴
を
調
査
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
神
社
で
総
代
の
方
々
が
待
っ

て
い
て
く
れ
た
。

金
木
郷
土
史
に
よ
る
と
、
小
栗
崎

稲
荷
神
社
は
勧
請
年
代
不
詳
な
る
も

,｜

，’

△小栗崎稲荷神社全影

小栗崎 ｉ
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●

踏
査
ル
ポ

ー
Ｑ
１
．
１
も
Ｇ
Ｉ
△
１
．
，
日
０
己
１
．
０
勺
凸
１
０
。
、
Ｂ
ｌ
ｌ
ｑ
△
日
日
■
句
１
国
日
、
凸
９

寛
永
十
年
‐
１
１
‐

（
西
暦
一
六
三
三
年
）
再
建
と
あ
る
。

祭
神
倉
稲
魂
命
所
在
北
津
軽
郡

金
木
町
大
字
嘉
瀬
字
上
端
山
崎
二

二
ノ
ー
例
祭
旧
五
月
三
日
、
宵
宮

旧
六
月
九
日
、
講
中
総
代
、
代
表
松

川
清
造
、
松
川
駒
太
郎
、
松
川
儀
一
、

松
川
友
太
郎
、
棟
方
義
雄
、
松
川
栄

Ｔ
も

今杉の御神木

三
郎
、
松
川
竹
新
、
神
島
忠
雄
、
松

川
良
治
・

小
栗
崎
は
、
嘉
瀬
よ
り
も
古
く
中

柏
木
に
次
い
で
開
村
さ
れ
た
邑
で
あ

っ
た
ろ
う
。
神
社
の
敷
地
の
形
態
は

砦
跡
形
で
、
邑
長
の
砦
守
祠
が
神
社

の
祖
で
あ
ろ
う
。
独
立
し
た
村
で
あ

下狐絵馬額施主松川奥太郎（明治7年）

っ
た
こ
と
は
庚
申
塔
に
刻
ま
れ
た
小

栗
崎
村
中
に
証
明
付
け
ら
れ
、
神
水

は
神
社
裏
の
セ
ン
の
木
だ
っ
た
が
、

落
雷
で
今
は
朽
木
と
な
っ
て
い
ろ
。

祭
神
の
倉
稲
魂
命
は
穀
物
の
神
で

先
導
役
が
正
一
位
稲
荷
大
明
神
。

上センの朽木

下庚申塔
咀
巧
Ｊ
ｄ
ｕ
‐
醍
■
啼
心

Ⅱ
踏
査
者
Ⅱ
山
中

正
津
、
木
村
治
利

木
立
久
二
、
原
田

万
治
伊
藤
定
四

郎
、
木
下
清
一

』
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▲稲荷神社総代
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t
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Ｉ
、
ｂ
ｌ
ｌ
じ
じ
‐
即
一
叩
ｒ
Ｕ
ｍ
酔
肥
園
”
叶
い
“
剛
睡
に
岬
面
壁
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１
．
１

須
崎
露
月
（
正
敏
）
沢
田
青
山
（
政
孝
）
平
井
川
尚
（
清
）
嶋
海
芦
笛

（
不
明
）
神
島
千
秋
（
孫
蔵
）
秋
元
星
月
（
惣
之
進
）
須
崎
春
月
（
為
行

山
中
千
法
（
利
幸
）
吉
崎
剣
士
（
兼
雄
）
沢
田
白
人
（
国
春
）
田
村
白
善

（
善
四
郎
）

圏
七
月
号
（
第
三
号
）
で
入
会
者
は
四
名
沢
田
渓
春
（
繁
市
）
小
山
内
逸

秋
（
嘉
一
郎
）
山
中
雲
峯
（
不
明
）
吉
崎
朝
海
（
春
雄
）

回
八
月
号
（
第
四
号
）
入
会
者
山
中
秀
四
郎
木
下
木
石
（
石
雄
）
斉
藤
美

声
（
湯
本
正
美
）
山
中
兼
継
、
斉
藤
礼
吉
、
六
郷
村
須
藤
純
白
、
北
海
道
沢

田
香
洋
。

回
十
二
月
号
（
第
八
号
）
入
会
者
神
島
里
香
（
リ
ェ
）
高
杉
王
珠
（
タ
マ
）

回
昭
和
十
九
年
．
－
月
号
（
第
九
号
）
入
会
者
山
中
春
雪
（
女
性
）
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
会
員
の
兵
隊
入
営
が
始
ま
る
。
先
づ
小
山
内
逸
秋
（
嘉
一
郎
）
入
営
。

回
二
月
号
（
第
十
号
）
入
会
者
長
富
よ
り
木
村
呑
竜
（
勲
）
桜
井
春
雪

（
不
明
）
、
古
川
雲
念
（
竹
松
）
・
二
月
号
で
は
沢
田
渓
春
（
繁
市
）
沢
田

海
珠
（
政
孝
）
の
入
営
を
報
告
し
て
い
る
。

回
三
月
号
（
第
十
一
号
）
入
会
者
北
海
道
坂
本
但
登
人
、
喜
良
市
泉
谷
春
翠

（
幸
視
）
長
富
斉
藤
晴
人
（
忠
英
）
嶋
海
雪
風
（
不
明
）

回
四
月
号
（
第
十
二
号
）
入
会
者
函
舘
盛
鉄
雄
こ
の
号
で
木
村
勲
氏
を
支

部
長
と
し
て
、
鳴
子
吟
社
長
富
支
部
誕
生
、
支
部
会
員
六
名
。
四
月
号
で
須
崎

露
月
（
正
敏
）
入
営
を
知
ら
せ
て
い
る
。

回
五
月
号
（
第
十
三
号
）
で
は
、
先
輩
諸
兄
が
続
々
入
営
し
、
投
句
者
も
少
く

な
り
、
私
も
平
井
清
雲
（
清
）
と
二
人
、
弘
前
健
民
修
錬
所
へ
廿
日
間
も
連
れ

て
ゆ
か
れ
た
り
で
、
そ
の
口
説
を
書
い
て
お
り
、
遂
い
に
こ
の
号
で
終
刊
と
な

る
。
そ
し
て
、
躯
国
主
義
が
敗
戦
に
導
び
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

ｔ
，
！
▲
ｐ
■
■
巳
■
■
■
「
口
■
■
■
Ｆ
Ｂ
１
■
兎

０
，
口
ｄ
ｑ
ｄ
１
Ｐ
ｒ
。
ｑ
け
Ｍ
１
■
で
日
■
■
■●

選
者
吟

陽
炎
や
線
路
工
夫
が
声
揃
へ

春
の
泥
か
き
寄
せ
ら
れ
て
乾
き
け
り

会
員
吟

嚇
り
や
空
い
っ
ぱ
い
の
蒼
い
空

稲
乳
穂
に
広
く
暮
れ
ゆ
く
田
ん
甫
か
な

勤
労
の
水
の
う
ま
さ
よ
耕
さ
ん

鍬
振
れ
ば
地
平
の
彼
方
春
雷
す

街
を
ゆ
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
夜
寒
か
な

短
夜
や
便
り
書
き
つ
き
眠
り
け
り

春
泥
の
堤
長
き
を
ば
務
め
か
な

寝
し
づ
ま
り
蚊
遣
火
ひ
く
く
地
を
道
へ
り

卿
り
や
明
け
て
く
る
空
広
々
と

噛
り
や
山
も
野
原
も
村
々
も

夕
焼
や
熟
さ
ぬ
桜
桃
の
実
赤
し

夕
凪
の
落
葉
や
鶏
に
蹴
ら
れ
お
り

最
後
に
鳴
子
会
員
の
私
か
ら
見
た
代
表
句
を
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
の
中
か
ら

選
び
、
掲
出
し
、
私
に
あ
た
え
ら
れ
た
、
『
か
た
り
べ
』
三
号
へ
の
責
を
果
し

た
い
。
敗
戦
以
降
か
ら
の
嘉
瀬
俳
句
の
ル
ー
ツ
は
了
解
得
れ
ば
『
か
た
り
べ
』
四

号
に
所
載
し
た
い
。

e
ご
可
２
幽
哩
■
汐
．
、
、
八

嘉 毘嘉
沙〃〃〃〃〃〃〃〃〃

瀬 門瀬

秋
元
星
月
（
惣
之
進
）

吉
崎
剣
士
（
兼
雄
）

平
井
川
尚
（
清
）

須
崎
露
月
（
正
敏
）

沢
田
青
山
（
政
孝
）

嶋
海
芦
笛
（
不
明
）

神
崎
千
秋
（
亡
孫
蔵
）

山
中
千
法
（
利
幸
）

須
崎
春
月
（
為
行
）

沢
田
白
人
（
国
春
）

田
村
白
善
（
善
四
郎
）

沢
田
渓
春
（
繁
市
）

小
山
内
昭
人

山
中
天
小
人

1

1
1
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雲
の
峰
仰
い
で
今
日
も
刈
り
に
け
り
嘉
瀬
小
山
郡
秋
（
嘉
一
郎
）

１
，
日
・
Ｂ
Ｄ
・
〃

霜
降
り
て
小
川
の
水
の
い
よ
き
澄
む
〃
吉
崎
朝
海
（
春
雄
）

木
下
闇
通
れ
ば
蛙
逃
げ
て
行
き
〃
山
中
雲
峰
（
不
明
）

六
郷
須
郷
純
白
（
純
次
郎
）

網
棚
に
誰
か
の
寒
梅
見
た
け
り

雨
あ
と
の
朽
葉
も
た
げ
て
い
る
茸
嘉
瀬
斉
藤
美
声
（
正
美
）

遠
窓
に
灯
り
の
う
る
む
秋
時
雨
〃
・
木
下
青
草
（
石
雄
）

〃
山
中
梅
雨
（
亡
秀
四
郎
）

１
１
‐
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ⅱ
‐
。
、
Ｐ
。
、
色
、
■
ク
冒
戸
１
Ｆ
零
屯
．
１
し

莚
か
ら
這
い
出
る
吾
子
や
木
の
芽
晴
れ
〃
山
中
梅
雨
（
亡
秀
匹
師

教
室
の
窓
明
け
ら
れ
て
凧
の
空
〃
沢
田
四
海
（
不
明
）

礼
文
沢
田
香
洋
（
亡
良
雄
）

星
空
や
雁
の
声
し
て
雁
見
え
ず

在黒
河
省
沢
田
北
斗
（
政
由
）

笹
舟
の
基
地
が
い
』
つ
こ
や
春
の
川

二
筋
の
權
跡
長
く
す
べ
る
風
嘉
瀬
神
島
里
香
（
り
ゑ
）

か
な
か
な
や
窓
い
つ
ぱ
い
に
暮
る
ち
山
〃
山
中
春
雪
（
女
性
）

長
富
木
村
呑
龍
（
勲
）

寒
月
や
回
覧
板
を
隣
り
ま
で

春
風
や
子
の
手
に
廻
る
風
車
〃
古
川
雲
念
（
竹
松
）

爆
音
を
仰
げ
ば
高
し
春
の
雲
〃
鳴
海
雪
風
（
正
英
）

草
の
上
春
光
い
っ
ぱ
い
背
伸
び
す
る
〃
斉
藤
晴
人
。
（
忠
英
）

春
暁
や
反
擬
帰
ら
ず
空
仰
ぐ
〃
増
田
新
峰
（
稔
）

鵜
や
梅
の
蕾
に
お
旭
さ
し
て
〃
砥
呼
び
ら
（
女
）

洗
い
足
袋
軒
に
列
し
て
春
近
し
喜
良
市
泉
谷
春
翠
（
幸
視
）

掛
澗
撰
登
人
（
不
明
）

暮
れ
汐
に
入
舟
あ
り
け
り
瞳
月

画
舘
森
鉄
雄

春
雨
や
河
岸
に
出
づ
れ
ば
風
少
し

春
雷
に
ひ
と
し
く
悩
や
む
句
会
か
な
嘉
瀬
斉
藤
弘
徴

穐
溌

家
毎
の
軒
に
氷
の
た
る
＄
朝
〃

叉
箪
、
更
こ
す
ま
な
い
平
和
境
（
国
境
）
在
率

|’

１
１
■
０
１
４
０
・
日
リ
ロ
ー

１
１
０
Ⅱ
巳
ｌ
６
０
日
■
甲
■
‐
１
４

心
ｉ
ｌ
４
ｑ
ｌ
ｌ
‐
＄
Ｏ
Ｕ

ｌ
９
０
巳
■
■
９
■
Ⅱ
３
６
９
１
申

|‘!’

柏
手
の
音
聞
え
く
る
冬
木
立

当
時
は
戦
時
で
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
時
的
な
句
は
除
き
ま
し
た
。
会
員
外
で
も

「
鳴
子
」
誌
上
に
掲
載
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
は
、
書
抜
き
し
ま
し
た
。
二
十
代
以

下
の
人
達
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
今
見
て
も
立
派
な
俳
句
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

＝

’メモ
帳
①
Ⅱ
北
海
道
と
津
軽

『
渡
党
（
シ
ャ
モ
和
人
）
』

諏
訪
大
明
神
絵
詞
縁
起
に
よ
る
と
、
元
享
ｌ
嘉
暦
（
西
暦
二
三
○

年
）
年
代
、
蝦
夷
管
領
安
東
一
族
に
内
乱
が
あ
っ
た
。
蝦
夷
管
領
と
は

奥
羽
渡
島
（
北
海
道
）
の
蝦
夷
を
管
轄
す
る
た
め
鎌
倉
幕
府
が
定
め
、

十
三
添
安
束
家
が
守
護
職
に
あ
っ
た
。

縁
起
に
は
、
蝦
夷
ケ
千
島
（
北
海
道
）
に
は
、
日
ノ
本
党
、
唐
子
党
、

渡
党
の
三
種
族
が
群
居
し
て
い
た
。
渡
党
と
は
、
坂
上
田
村
磨
呂
、
源

一
頼
朝
に
追
わ
れ
た
奥
州
の
蝦
夷
、
平
泉
藤
原
一
族
の
残
党
、
十
三
安
東

一
・
の
流
刑
Ｘ
ベ
函
器
型
象
族
の
職
侭
に
駒
篇
襲
陰
洛
人
が
、
岼
鶏
”
皇
留
櫻
鳴
群

Ｏ
Ｇ
ｉ
Ｉ
■
１
０
，
．
１
１
０
０
１
１
凸

１
１
１
１

’

嘉
瀬
沢
田
孝
人
（
薫
）

〆
〆
〃

1

1
1

巾
‐
‐
Ｉ
Ⅲ
０
１
Ｊ
‐
ｉ
ｊ
ｔ
ｇ
ｈ
■
ｊ
別
１
．

I
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１
１

楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。
『
じ
ゃ
こ
烏
』
は
川
や
沼
な
ど
に
も
ぐ
り
、
魚
を
取
っ

て
食
べ
る
の
で
『
じ
ゃ
こ
鳥
』
と
つ
け
た
名
で
、
羽
根
の
美
し
い
鳥
で
、
こ
の
烏

も
、
今
は
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
秋
の
山
は
、
こ
ど
も
達
の
天
国
で
し
た
。
『
い
ち
ご
』
『
ぶ
ど
う
』
『
あ

け
び
』
『
こ
が
』
な
ど
食
べ
る
物
が
沢
山
あ
り
、
『
叔
母
さ
ん
ど
ご
さ
、
遊
び
に

行
く
よ
り
、
山
さ
行
っ
た
方
が
い
い
』
と
連
れ
だ
っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

嘉
瀬
山
は
馬
の
草
刈
場
と
し
て
一
面
の
『
か
の
か
原
』
で
、
深
い
沢
に
は
三
尺

か
ら
七
尺
位
い
の
長
さ
の
『
し
ば
』
が
生
え
る
だ
け
で
、
胃
の
薬
草
と
い
わ
れ
る

『
せ
ん
ふ
り
」
な
ど
が
多
く
生
え
て
い
ま
し
た
。
秋
に
採
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
寒
に

一
ケ
月
呑
め
ば
、
一
年
中
病
気
に
羅
ら
な
い
と
、
今
で
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
な
る
と
、
小
学
校
の
ウ
サ
ギ
狩
り
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
『
九
目

な
が
れ
』
『
向
い
な
が
れ
』
『
七
曲
り
』
の
山
々
を
一
列
に
並
ん
で
囲
み
、
缶
を

柵職
川
叩
Ｌ
一
■
凸
１
戸
４
Ｊ
■
■
■
国
且
■
■
８
月
腓
凹
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
Ｐ
■
■
。
Ｊ
ら
Ｌ
■
凸
凹
■
■
■
■
■
け
■
昂
■
■
■
。

●

田
圃
の
雪
も
消
え
て
、
バ
ッ
ケ
（
蕗
の
と
う
）
の
芽
が
で

る
頃
。
網
や
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
『
ふ
な
」
や
『
つ
ぷ
』
を
取

っ
た
も
の
で
し
た
。

堰
や
田
の
中
に
、
『
つ
ぷ
』
が
沢
山
い
て
、
よ
く
取
っ
て

食
べ
た
も
の
で
す
。
今
は
農
薬
の
た
め
『
つ
ぶ
』
は
死
滅
し
、

中
々
取
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
山
の
沢
に
『
サ
ル
ガ
｜
こ
が
い
て
、
雪
ど

け
と
共
に
山
に
行
っ
た
あ
の
楽
し
さ
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
山
は
当
時
の
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
最
良
の
遊
び
場
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

断
崖
の
白
岩
の
『
ハ
ゲ
山
』
に
六
・
七
十
糎
の
穴
を
堀
り
、

そ
こ
に
卵
を
生
み
子
を
育
て
る
『
じ
ゃ
と
烏
』
を
取
る
の
も

｣

お
城
跡
『
九
目
な
が
れ
』
を
回
る
コ
ー
ス
で
、
嘉
瀬
か
ら
も
有
名
な
選
手
が

育
っ
て
い
き
ま
し
た
・

今
は
木
も
大
き
く
な
っ
て
見
晴
し
も
き
か
な
く
な
っ
た
。
道
路
も
で
き
、
こ
こ

を
歩
く
度
に
、
小
さ
い
頃
が
思
い
出
さ
れ
、
高
い
木
に
登
っ
て
、
四
方
の
景
色
を

眺
め
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
ま
す
。
、

伊
藤
定
四
郎

と
れ
る
程
、
気
が
晴
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
『
九
目
流
れ
』
、
即
ち
九
ケ
所
も
十
ケ
所

も
遠
望
が
き
く
と
こ
ろ
か
ら
『
九
目
な
が
れ
』
と
言
う
名
が
つ
い
た
の
だ
と
い
わ

冬
は
県
下
で
も
有
名
な
ス
キ
ー
場
と
な
る
。
十
キ
ロ
レ
ー
ス
は
『
川
端
な
が
れ
』

れ
ま
す
。

眺
め
の
よ
い
場
所
で
、
小
学
校
の
遠
足
す
る
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
北
は
金
木
か

ら
十
三
、
大
島
小
島
な
ど
も
眺
め
ら
れ
、
西
海
岸
、
森
田
、
五
所
川
原
、
岩
木
山

と
四
方
眺
め
ら
れ
、
あ
ま
り
の
景
色
の
良
さ
に
、
こ
こ
に
た
ど
り
付
く
と
疲
れ
も

●

鳴
ら
し
、
大
声
で
叫
ん
で
、
だ
ん
だ
ん
囲
い
を
せ
ば
め
て
い
く
の
で
す
。
逃
げ
ま

ど
う
ウ
サ
ギ
を
追
っ
て
、
木
枝
で
叩
き
、
四
・
五
匹
の
ウ
サ
ギ
を
取
っ
た
も
の
で

し
た
。

木
の
な
い
原
『
か
の
か
原
』
は
、
ど
う
し
て
呼
ば
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

『
九
目
な
が
れ
』
は
、
観
音
山
か
ら
東
に
三
キ
ロ
程
の
所
で
、

ふるさとを探

る会に入会し

ませんか。

嘉
瀬
地
区
内
に
居
住
す
る
方
で
、
村
の
歩
み
、
歴

史
に
興
味
を
持
ち
、
か
た
り
べ
誌
上
に
自
分
の
遺
跡

調
査
の
成
果
、
古
文
書
等
の
解
読
等
を
発
表
し
た
い

方
、
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
に
入
会
し
て
下
さ
い
。

｜

I

休
み
場
と
し
て
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焼
を
は
じ
め
、
木
材
を
扱
う
商
人
、
職
人
、
一
般
農
家
の
人
も
、
家
業
を
休
ん
で

供
餅
を
搗
き
、
山
の
神
に
神
酒
を
捧
げ
、
無
事
息
災
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
こ
の
行
事
も
す
た
れ
、
今
で
は
一
部
の
人
の
み
で
、
ひ
っ

そ
り
と
山
の
神
を
祭
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

「
嘉
瀬
山
』

藩
政
時
代
、
津
軽
藩
の
御
本
山
を
四
区
に
分
け
、
前
田
野
目
山
林
か
ら
小
泊
山

林
ま
で
の
十
九
ケ
山
を
『
中
山
通
り
』
と
云
っ
た
。
嘉
瀬
山
は
こ
の
中
に
位
置
し

て
い
た
。

カ
パ
タ
ナ
ガ
レ

菅
仕
立
山
、
又
は
鰭
山
と
も
云
わ
れ
た
『
観
華
毎
『
協
山
』
『
川
畑
嶺
」

タ
デ

「
山
神
祭
』

建
国
の
始
め
か
ら
、
租
崇
神
霊
を
祭
る
風

習
に
、
山
の
神
と
云
い
ば
、
旧
暦
の
十
二
月

十
二
日
は
、
山
神
祭
の
日
で
あ
る
。

山
岳
信
仰
の
厚
か
っ
た
昔
か
ら
、
こ
の
日

ば
か
り
は
、
山
は
、
何
人
も
立
入
る
こ
と
の

出
来
な
い
聖
域
と
な
る
。
こ
と
に
樵
夫
、
炭
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０
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１
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１
町
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肌
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師
１
０
６
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刊
Ⅱ
０
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Ⅱ
９
’
ｕ
Ⅱ
剛
Ⅷ
帥
Ｉ
い
１
４
，
帖
７
１
’
１
Ⅷ
い
Ⅷ
叩
Ⅷ
Ⅲ
ｒ
Ⅱ
Ｖ
１
ｖ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ⅱ
０
４
０
０
６
Ⅱ
０
１

ナ
ガ
シ

『
が
》
識
』
．
『
沌
鍵
』
『
マ
ン
チ
ャ
ク
散
』
等
々

ま
た
、
小
田
川
に
沿
っ
て
は
『
サ
カ
サ
キ
リ
カ
ィ
沢
』
『
リ
キ
カ
ィ
』
『
白
岩
』

『
小
畑
の
沢
』
『
滝
ノ
沢
』
『
小
典
沢
』
『
大
典
沢
』
か
ら
五
シ
の
名
の
は
い

『
口
無
し
沢
』
を
径
て
、
『
目
ノ
沢
』
『
ア
マ
岩
ノ
沢
』
『
ク
ロ
ホ
シ
沢
』
『
水

ケ
沢
』
と
、
水
源
魔
ノ
岳
頂
上
ま
で
が
嘉
瀬
山
に
な
る
。

『
杣
小
屋
』

津
軽
藩
の
御
本
山
が
明
治
政
府
に
移
り
、
明
治
十
九
年
に
青
森
県
下
を
瘡
轄
す

る
大
林
区
署
が
開
庁
さ
れ
、
大
正
十
三
年
に
は
営
林
署
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
国
有
林
で
生
活
し
た
労
働
者
は
杣
夫
と
炭
焼
が
主
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

一
般
農
家
も
農
閑
期
を
利
用
し
て
、
杣
仕
事
の
賃
金
稼
ぎ
や
、
薪
切
り
や
、
葉
づ

き
枝
條
（
ひ
ば
の
小
枝
を
葉
ご
と
束
ね
る
）
集
め
に
入
山
す
る
。

昔
の
杣
小
屋
は
、
丸
太
組
み
に
ス
ギ
の
樹
皮
か
、
ヒ
バ
の
樹
皮
の
屋
根
で
、
壁

は
周
囲
を
、
ス
ギ
葉
か
、
ヒ
パ
の
葉
で
覆
う
だ
け
で
あ
る
。

床
も
、
土
間
に
こ
の
ス
ギ
・
ヒ
バ
の
葉
を
敷
き
、
そ
の
上
に
蕊
を
敷
く
だ
け

で
、
勿
論
ラ
ン
プ
生
活
で
あ
っ
た
し
、
囲
炉
裡
で
暖
を
と
り
、
囲
炉
柳
か
ら
の
飛

と
包

火
し
て
も
、
燃
え
な
い
夜
具
は
、
十
三
不
コ
を
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
に
す
れ
ば
、
こ
の
小
屋
で
も
営
林
署
用
の
立
派
な
類
に
入
り
、
一
般
の
人
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嘉
瀬
の
金
九
郎
が
飯
詰
に
婿
養
子
に
な
っ
て
、
三
十
年
に
な
る
。

し
か
し
舅
が
八
十
に
な
る
が
、
ま
だ
元
気
で
財
布
を
が
っ
ち
り
握
り
、

牛
七
山

炉
端
の
横
座
（
家
長
が
座
る
と
こ
ろ
）
に
ど
か
っ
と
座
り
、
気
管
で

イ
ロ
リ
の
ふ
ち
を
叩
き
威
厳
を
示
し
て
い
ろ
。

金
九
郎
は
五
五
才
、
今
だ
借
子
の
存
在
で
仕
事
に
酷
使
さ
れ
て
い

じ

る
せ
い
か
、
頭
は
禿
げ
、
目
腐
れ
で
舅
の
爺
さ
ま
よ
り
む
し
ろ
年
老

い
て
見
ら
れ
た
。

爺
さ
ま
に
睨
ま
れ
る
と
、
小
さ
い
身
体
が
一
層
し
ぼ
ん
で
、
小
学

生
が
睨
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ロ
リ
端
の
火
の
遠
い
キ
シ
モ
ド

（
薪
木
を
置
く
と
こ
ろ
）
で
背
を
丸
め
る
の
み
だ
っ
た
。

金
九
郎
は
、
爺
さ
ま
を
う
ら
め
し
く
い
つ
も
「
早
く
ヂ
ッ
コ

阿部按摩師笑話

I
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■
７
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●

’
（
爺
さ
ま
）
が
死
ね
ば
い
い
」
と
そ
れ
ば
か
り
願
っ
て
い
た
。

金
九
郎
が
炭
焼
き
に
冬
山
へ
入
り
、
小
屋
に
寝
泊
り
し
て
一
ヶ
月

た
つ
よ
あ
ろ
日
、
ケ
ャ
グ
（
友
人
）
二
人
が
息
を
切
ら
せ
て
、
山
を

登
っ
て
き
た
・

友
人
「
金
九
郎
、
夕
べ
、
爺
さ
ま
死
ん
だ
じ
ゃ
」

金
九
郎
「
ま
ん
だ
（
又
）
私
こ
と
喜
ば
せ
る
き
な
て
」

う
そ

友
人
「
こ
ん
ど
ば
、
嘘
で
ね
え
、
ほ
ん
と
こ
だ
」

金
九
郎
「
何
回
も
、
だ
ま
さ
れ
て
る
は
ん
で
、
ほ
に
（
本
当
に
）
さ

れ
ね
え
」

友
人
「
こ
ん
ど
ば
、
ほ
ん
と
だ
ね
」

金
九
郎
「
ほ
ん
と
ね
、
ほ
ん
と
の
話
し
だ
な
」

友
人
「
ほ
ん
と
だ
て
ば
、
さ
あ
、
早
く
支
度
し
て
、
山
が
ら
下
り

ろ
」

友
人
が
山
を
下
り
、
二
シ
目
の
沢
を
越
え
た
が
、
金
九
郎
の
姿
が

見
え
な
か
っ
た
。

ど
う
し
た
の
か
と
、
友
人
二
人
が
引
き
返
し
炭
小
屋
を
の
ぞ
い
て

見
た
ら
、
金
九
郎
は
「
ヂ
ッ
コ
死
ん
だ
、
ヂ
ッ
コ
死
ん
だ
、
お
わ
－

面
白
い
じ
ゃ
」
と
ア
ワ
踊
り
の
よ
う
に
両
手
を
上
げ
て
、
何
時
迄
も

踊
っ
て
い
た
。
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